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【コストの推移】

指標名 単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

【評価】

評価ランク 今後の方向性

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】（評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針を具体的に記入）

（Ａ～Ｄ） （拡充、継続、改善継続、縮小、廃止）
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市民と行政がともに力を発揮できるまち

健全で信頼される行財政運営の確立

効率的で効果的な行財政運営の推進

健全な財政運営の推進

競輪事業

創造都市推進局

競輪場事業課

087-851-5036

市

平成 年度～28

本場・場外開催日数 日

車券発売収入 千円

平成 年度（ 年度決算分）29 28
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H26 H27 H28 H30

H30H28H27H26

本事業は、自転車競技法に基づく公営競技であり、開催者は地方自治体である。
運営統括を公益財団法人ＪＫＡが行い、車券発売収入の７５％が配当金に充てられ、残りの２５％から（公財）ＪＫＡへの納付
金・運営委託費及び選手賞金等の開催運営費を差し引いた残りが収益金となる。
本市の財政を健全化し、公共施設の建設等に貢献するため、その収益金から本市の一般会計へ繰出しを行っている。
また、（公財）ＪＫＡは、自転車競技法に基づく競輪振興法人として、競輪の収益を広く社会に還元し、社会貢献を果たすため

本場　記念　　１節　　　４日

市民

（公財）ＪＫＡを通じて競輪収益による自転車その他機械の改良や輸出の振興など機械工業振興及び体育事業など
公益事業振興を図るとともに、本市財政の健全化を図る。

、本市を始めとする自治体からの納付金を機械工業振興の補助、公益事業振興の補助に充てている。

新設の特別競輪（ＧⅡ）の開催が、目標額を
下回ったが、その他のＦⅠ、ＦⅡ、ミッドナ
イト競輪については概ね目標額を上回った。

平成 年度35

H29

H29

H29

年度29 　　　ＦＩ　　６節　　１８日
　　　ＦⅡ　　９節　　１８日
　　　ＭＤ　　４節　　１２日
場外　　　　　　　　２９８日

％95.7

点33

平成 年度（決算）26 平成 年度（決算）27 平成 年度（決算）28 平成 年度（予算）29

12,157,657 12,262,221 13,906,424 12,535,640

12,061,704 12,162,420 13,804,361 12,433,577

95,953 99,801 102,063 102,063

Ａ 継続

本事業は、売上の向上やコストの縮減などの経営努力により、平成２４年度以降継続して一般会計へ繰出しを行っている。そのため、本市の
健全な財政運営の推進に必要であり、事業の継続は妥当である。

臨時従事員の退職者の補充を、引き続き行わないとともに、業務契約の見直しによるコストの縮減を継続して行う。
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